
または 𝒙 → 𝒂のとき 𝒇 𝒙 → 𝜶
と表し，𝛼 を 𝑥 → 𝑎 のときの 𝑓 𝑥 の 極限値 という。
また，この場合，
“𝑥 → 𝑎のとき 𝑓 𝑥 は 𝛼に 収束 する”という。

➊ 関数の極限 – 極限 𝐥𝐢𝐦
𝒙→𝒂

𝒇 𝒙 - (教科書 p.104)

関数 𝑓 𝑥 において，𝑥が 𝑎と異なる値
をとりながら限りなく𝑎に近づくとき，
𝑓 𝑥 の値が一定の値 𝛼に限りなく近づ
くならば

𝐥𝐢𝐦
𝒙→𝒂

𝒇 𝒙 = 𝜶



➊ 関数の極限 – 極限 𝐥𝐢𝐦
𝒙→𝒂

𝒇 𝒙 - (教科書 p.104)

関数の極限値についても，数列の場合と同様に次の
性質が成り立つ。

極限値と四則

lim
𝑥→𝑎

𝑓 𝑥 = 𝛼, lim
𝑥→𝑎

𝑔 𝑥 = 𝛽のとき

1 lim
𝑥→𝑎

𝑘𝑓 𝑥 = 𝑘𝛼 ただし，𝑘は定数

2 lim
𝑥→𝑎

𝑓 𝑥 + 𝑔 𝑥 = 𝛼 + 𝛽

lim
𝑥→𝑎

𝑓 𝑥 − 𝑔 𝑥 = 𝛼 − 𝛽

3 lim
𝑥→𝑎

𝑓 𝑥 𝑔 𝑥 = 𝛼𝛽

4 lim
𝑥→𝑎

𝑓 𝑥

𝑔 𝑥
=
𝛼

𝛽
ただし，𝛽 ≠ 0

注意 定数関数 𝑓 𝑥 = 𝑐については， lim
𝑥→𝑎

𝑓 𝑥 = 𝑐である。



➊ 関数の極限 – 極限 𝐥𝐢𝐦
𝒙→𝒂

𝒇 𝒙 - (教科書 p.105)



➊ 関数の極限 – 極限 𝐥𝐢𝐦
𝒙→𝒂

𝒇 𝒙 - (教科書 p.105)

例 関数 𝑓 𝑥 = 2𝑥2 では
𝑥 → 1のとき 𝑓 𝑥 → 2

すなわち
lim
𝑥→1

𝑓 𝑥 = 2

例７ 関数𝑓 𝑥 =
𝑥2 − 4

𝑥 − 2
は，𝑥 = 2 では定義されてい

ない。しかし，𝑥 ≠ 2の範囲では

𝑓 𝑥 =
𝑥 + 2 𝑥 − 2

𝑥 − 2
= 𝑥 + 2

と変形される。したがって

lim
𝑥→2

𝑥2 − 4

𝑥 − 2
= lim

𝑥→2
（𝑥 + 2）＝ 4



➊ 関数の極限 – 極限 𝐥𝐢𝐦
𝒙→𝒂

𝒇 𝒙 - (教科書 p.106)



➊ 関数の極限 – 極限 𝐥𝐢𝐦
𝒙→𝒂

𝒇 𝒙 - (教科書 p.106)



８

例題

解

➊ 関数の極限 – 極限 𝐥𝐢𝐦
𝒙→𝒂

𝒇 𝒙 - (教科書 p.106)

lim
𝑥→0

𝑥 + 4 − 2

𝑥
を求めよ。

lim
𝑥→0

𝑥 + 4 − 2

𝑥
= lim

𝑥→0

𝑥 + 4 − 2 𝑥 + 4 + 2

𝑥 𝑥 + 4 + 2

= lim
𝑥→0

𝑥 + 4 − 4

𝑥 𝑥 + 4 + 2

= lim
𝑥→0

𝑥

𝑥 𝑥 + 4 + 2

= lim
𝑥→0

1

𝑥 + 4 + 2

=
1

4



➊ 関数の極限 – 極限 𝐥𝐢𝐦
𝒙→𝒂

𝒇 𝒙 - (教科書 p.106)



➊ 関数の極限 – 極限 𝐥𝐢𝐦
𝒙→𝒂

𝒇 𝒙 - (教科書 p.107)

lim
𝑥→𝑎

𝑓 𝑥

𝑔 𝑥
= 𝛼, lim

𝑥→𝑎
𝑔 𝑥 = 0ならば lim

𝑥→𝑎
𝑓 𝑥 = 0



➊ 関数の極限 – 極限 𝐥𝐢𝐦
𝒙→𝒂

𝒇 𝒙 - (教科書 p.107)



また，𝑓 𝑥 の値が負でその絶対値が限りなく大きく
なるならば

𝐥𝐢𝐦
𝒙→𝒂

𝒇 𝒙 = −∞ または 𝒙 → 𝒂のとき 𝒇 𝒙 → −∞

と表し，“𝑥 → 𝑎のとき 𝑓 𝑥 は 負の無限大に発散
する”という。

➊ 関数の極限 – 極限 𝐥𝐢𝐦
𝒙→𝒂

𝒇 𝒙 - (教科書 p.108)

関数 𝑓 𝑥 において，𝑥が 𝑎と異なる値をとりながら
𝑎に限りなく近づくとき，𝑓 𝑥 の値が限りなく大き
くなるならば

𝐥𝐢𝐦
𝒙→𝒂

𝒇 𝒙 = ∞ または 𝒙 → 𝒂のとき 𝒇 𝒙 → ∞

と表し，“𝑥 → 𝑎のとき 𝑓 𝑥 は 正の無限大に発散
する”という。



➊ 関数の極限 – 極限 𝐥𝐢𝐦
𝒙→𝒂

𝒇 𝒙 - (教科書 p.108)

(1) lim
𝑥→0

1

𝑥2
=

(2) lim
𝑥→1

−
1

𝑥 − 1 2
=

例８ ∞

−∞


